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避
難
先
の
選
択
肢
を

複
数
確
保
す
る
こ
と

は
、
自
身
や
家
族

の
命
を
守
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
避
難
指
示
な
ど
が
出
た
際
や
大

き
な
地
震
が
発
生
し
た
際
に
備

え
、
友
人
・
親
戚
宅
や
地
域
の
集

会
所
、
自
宅
の
２
階
な
ど
、
複
数

の
避
難
先
を
想
定
し
準
備
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
避
難
先
や

そ
の
経
路
を
確
認
す
る
際
は
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

﹁
分
散
避
難
シ
ス
テ
ム
﹂
と
は
、

災
害
時
に
市
町
村
が
開
設
し
た
避

難
所
以
外
に
避
難
し
て
い
る
方
の

情
報
を
把
握
し
、
安
否
確
認
す
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
特
に
避
難
生
活
が
長
期
化
す
る

大
規
模
災
害
で
は
、
避
難
所
に
避

難
し
て
い
な
い
避
難
者
の
人
数
や

支
援
ニ
ー
ズ
の
把
握
が
必
要
で

す
。
災
害
時
に
避
難
所
以
外
へ
避

難
さ
れ
る
際
は
、
安
全
を
確
保
し

た
上
で
、
お
手
持
ち
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
避
難
状
況
の
報

告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
は
、
地
域
の
自
治
会

︵
自
主
防
災
会
︶
の
役
員
や
防
災

人
材
が
中
心
と
な
り
、
自
治
会
ご

と
に
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
訓
練

を
実
施
す
る
た
め
、
各
地
域
で
参

加
者
や
訓
練
内
容
も
異
な
り
ま

す
。
お
住
ま
い
の
地
域
の
回
覧
な

ど
で
確
認
し
、
訓
練
へ
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

と
き
　
８
月
31
日
㈰

　※

午
前
８
時
に
訓
練
開
始
の
合

図
と
し
て
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴

し
ま
す
。

　※

地
域
に
よ
っ
て
は
別
日
ま
た

は
時
間
帯
が
異
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
　
各
地
域
で
定
め
た
会
場

　
広
報
８
月
号
︵
本
号
︶
と
同
時

に
配
布
す
る
﹁
家
庭
の
防
災
訓

練
﹂
を
使
い
、
防
災
に
つ
い
て
家

族
で
話
し
合
い
を
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　
概
ね
１
０
０
〜
１
５
０
年
間
隔

で
繰
り
返
し
発
生
し
て
き
た
大
規

模
地
震
。
中
津
川
市
は
内
閣
府

﹁
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推

進
地
域
﹂
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

最
大
震
度
６
弱
、
建
物
被
害
約
３

６
０
０
棟
、
死
傷
者
約
３
７
０
人

の
被
害
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
の
地
震
調
査
委
員
会
で
は
南

海
ト
ラ
フ
地
震
が
今
後
30
年
以
内

に
起
き
る
確
率
に
つ
い
て
、
80
％

程
度
と
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発
生
し
た

場
合
、
太
平
洋
沿
岸
の
広
範
囲
で

大
き
な
被
害
が
発
生
す
る
た
め
、

岐
阜
県
な
ど
の
内
陸
部
に
対
す
る

国
の
支
援
は
到
着
が
遅
く
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
発
災
後
か
ら
２
、
３
日

は
市
の
物
資
も
届
か
な
い
場
合
が

あ
る
た
め
、
今
一
度
、
家
庭
で
災

害
時
の
備
蓄
に
つ
い
て
見
直
し
ま

し
ょ
う
。

■
訓
練
の
流
れ
　

１．
　広
報
８
月
号
と
同
時
に
配
布

す
る
﹁
家
庭
の
防
災
訓
練
﹂
を

使
い
、
家
族
で
防
災
に
つ
い
て

確
認

２．
　サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
、
地
震

や
風
水
害
の
発
生
を
想
定
し
た

訓
練
を
家
庭
で
実
施

　
　
　
　

３．
　お
住
ま
い
の
地
域
の
総
合
防

災
訓
練
に
参
加

　
災
害
時
、
ケ
ガ
な
ど
を
し
た
と

き
や
、
救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で

に
で
き
る
こ
と
を
学
ぶ
機
会
と
し

て
、
消
防
本
部
で
は
応
急
手
当
講

習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
講
習
会
で
は
﹁
ど
ん
な
応
急
手

当
を
学
び
た
い
か
﹂
リ
ク
エ
ス
ト

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
心
肺
蘇

生
法
の
他
に
、﹁
骨
折
の
可
能
性

が
あ
る
と
き
﹂﹁
切
り
傷
が
深
い

と
き
﹂
な
ど
、
災
害
時
に
予
想
さ

れ
る
よ
う
な
手
当
に
特
化
し
た
講

習
会
を
組
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

防
災
訓
練
と
セ
ッ
ト
で
、
定
期
的

に
受
講
す
る
機
会
を
作
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

※

応
急
手
当
を
普
及
す
る
活
動
に

携
わ
る
た
め
の
講
習
会
も
あ
り

ま
す
。

　
　
　
　
救
急
指
令
課

　︵
☎
66
ー

２
０
３
９
︶

　
市
消
防
本
部
は
、
坂
本
中
学
校

２
年
生
を
対
象
に
、
応
急
手
当
講

習
会
を
実
施
し
た
後
、
救
急
隊
と

連
携
し
た
実
践
的
な
訓
練
を
し
ま

し
た
。

　
代
表
生
徒
が
１
１
９
番
通
報
と

応
急
手
当
を
実
施
し
、
救
急
隊
に

引
き
継
ぎ
、
一
部
補
助
に
入
り
な

が
ら
救
命
処
置
の
様
子
を
見
学
。

　
参
加
し
た
代
表
生
徒
か
ら
﹁
少

し
は
応
急
手
当
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
思
う
﹂
と
感
想
を
述
べ

る
と
、
隊
員
か
ら
は
﹁
そ
の
少
し

の
気
持
ち
が
大
事
﹂
と
自
分
が
で

き
る
こ
と
を
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
伝
え
ま
し
た
。

　 

西
消
防
署

　︵
☎
68
ー

５
１
１
９
︶

主食：パックご飯、カップ麺、アルファ米
主菜：缶詰（肉、魚、野菜類）、レトルト食品
副菜：缶詰（果物類）、野菜ジュース

在宅避難を行う場合として、最低３日分、可能な
限り１週間分の準備をしておきましょう。

食料

非常備蓄品

指定避難所など、安全な場所
へ移動することを想定した最
小限の生活必需品。あらかじ
めリュックなどに準備して、
避難時にすぐに持ち出せる場
所（玄関など）に置いておき
ましょう。

非常持出品

簡易トイレ

５（回）×３（日）
×世帯人数

飲料水

３（リットル）×３（日）
×世帯人数

※南海トラフ地震-その時の備え-（内閣府防災情報）

特集

﹁
少
し
な
ら
で
き
そ
う
﹂

　
　
　
そ
の
気
持
ち
が
大
事

災
害
時
に
で
き
る

応
急
手
当
を
学
ぼ
う

　市では、防災・減災に関する知識
・技術を身につけ､地域の防災活動
の中心的な役割を担う「地域防災リ
ーダー」を育成しています。
とき　10月26日㈰、
　　　11月16日㈰、30日㈰
　　 （全３回）
　　　※最終日に防災士資格取得
　　　　試験を実施
ところ　健康福祉会館　
参加費　12，000円
　　　　※テキスト代、防災士試験
　　　　　受験料、防災士登録料
申込方法　二次元コードから
申込期限　９月１９日㈮
　　　　防災安全課
　　　　（☎内線163）

地域防災リーダー育成講座 災
害
が
起
き
た
時
、

ど
こ
へ
避
難
す
る
？

備
蓄
品
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

令
和
７
年
度

中
津
川
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

複
数
の
避
難
先
の
想
定
を

分
散
避
難
シ
ス
テ
ム
の
活
用

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

備えよう
に

問

問問
・
申
込

問・申込

防災安全課（☎内線165)


